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●竣工年代別  JV 物件のストック推移  

全国の JV 物件の総物件数は 8,797 件（シェ

ア：6.5%）、総戸数は 1,070,123 戸（同：13.7％）

であった。大半のエリアにおいて、1990 年代か

ら急激に JV 物件数が増加し、2000 年代にピ

ークを迎えており、分譲マンション全体の供給

トレンドと同様の動きを示している。 

【首都圏】  

東京都の JV 物件数シェアは 5.7％と首都圏の

中で最も低く、単独売主の物件供給が多いこ

とがわかる。なお、2000 年代は物件数・戸数と

もに急増する特徴が見られ、江東区や中央区

の湾岸タワーマンション開発に伴う JV 物件が

牽引した。また、2020 年～2025 年は埼玉県・

千葉県・神奈川県で 2010 年代を上回るペー

スで推移しており、東京都を除くエリアで JV で

の供給形態が微増傾向にある。 

【近畿圏】  

近畿圏においても 2000 年代に JV 物件が多い

傾向で、京都府は 2000 年代と 2010 年代の変

動が小さい点が特徴的である。大阪府は京都

府や兵庫県と比べても JV 比率が高く、物件

数シェアは 9.2％、戸数シェアは 17.9％となって

いる。なお、2020 年～2025 年における各エリ

アの物件数・戸数については減少気味である。 

【中部圏】  

中部圏は 1990 年代から 2000 年代にかけて JV 物件の増加傾向が見られる。ただし、首都圏・近畿圏では 2

つの年代を比べた場合、2000 年代の JV 物件が多い特徴があったものの、中部圏では 2 つの年代の差は極め

て小さく、ピークが年代をまたがって形成されていたことがわかる。1990 年代では静岡県で「ザ・トーカイ」が継続

的に JV での供給を行い、同じく「藤和不動産（現：三菱地所レジデンス）」の供給数も目立った。2000 年代はそ

れまで JV での供給が多くなかった、住友不動産や大京など大手企業の JV 供給も開始された。 

【地方主要 4 道県】  

地方主要 4 道県は中部圏と概ね同様の傾向であり、1990 年代と 2000 年代に JV 物件数・戸数が増加しピー

クを形成している。北海道のピークは 1990 年代で、太平洋興発と三井物産（三井道路）の JV 物件である「パシ

フィック」シリーズが全体数を押し上げている。福岡県の物件数推移は愛知県と非常に酷似しており、1990 年

代と 2000 年代においては同程度の水準であることが確認できた。また、地場売主が JV 物件の供給の多くを担

っており、ユニカやアーサーホームなどの売主が両年代において比較的目立っている。 

東京カンテイ、 「JV=＜共同企業体＞マンションの市場動向分析」発表  

 

※分譲時の物件概要の売主が 2 社以上の物件を集計  
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●各エリアの最古 JV 物件  

首都圏では、東京都と千葉県の最古 JV 物

件において、日本住宅公団（現：UR 都市機

構）が売主に名を連ねていることが確認で

きた。最古物件の売主として名前が挙がっ

たものの、日本住宅公団の JV 供給実績は

多くはなく、単独での供給が中心となってい

る。また最古での供給という点に限れば、他

エリアも含めて、当初の JV は 2 社での共同

事業という形がスタンダードであったようだ。 

近畿圏では、兵庫県の「新甲子園マンショ

ン」が全国の JV 物件の中で最も古く、竣工

は 1969 年 2 月となっている。売主には関西

電鉄系の大手企業である阪急不動産（現：

阪急阪神不動産）が名を連ねる。大阪府で

の最古 JV 物件は、マンション供給の多い大

阪市内ではなく高槻市内で供給された「メゾン高槻」となっている。 

中部圏（愛知県）の最古 JV 物件は、1973 年 7 月竣工の「ベルシャトー南山」であった。同ブランドは中村興産、

オリエンタル中村百貨店を売主として名古屋市内でも有数の高級住宅地に複数供給実績がある。オリエンタル

中村百貨店は名古屋三越の前身であり、名古屋市中区栄に存在した地元資本の百貨店である。 

地方主要 4 道県についても 1970 年代に竣工した JV 物件が該当している。宮城県仙台市の「プレジデント一番

町」、広島県広島市の「大手町ハイツ」はともに同エリアでは最古かつ 1970 年代で唯一の JV 物件である。 

 

●JV 物件のスペックから見る特徴  

JV 物件の平均参入企業数に着目すると、

エリアや年代に関わらず概ね 2 社から 2.5

社であることが確認できる。平均総戸数は

直近にかけて概ね増加傾向で、特に中部

圏と地方主要 4 道県については 2000 年代

から 2010 年代にかけての増加が顕著であ

る。また、平均階数についても同様に上がっ

ていることから、近年にかけて JV 物件の大

規模化およびタワー物件比率が高まってい

る様子が窺える。なお、非 JV 物件の平均

値は表出していないが、平均総戸数は 30

戸～80 戸、平均階数は 6 階～12 階で推移

していることを確認しており、JV 物件は単独

売主の物件に比べて物件規模が大きい傾

向にあることがわかった。平均徒歩分数に

ついては JV 物件・非 JV 物件ともに 6 分～

9 分台で推移しており、いずれも徒歩 10 分以内の立地を意識して供給されていることがわかる。また、2020 年

～2025 年に中部圏を除くエリアで徒歩分数が長くなる特徴も同様であり、近年にかけて駅近立地の確保が難

しくなっている点は供給形態に関わらず共通していると言える。 


